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「
５００
円
ワ
ン
コ
イ
ン
・
ド
リ
ー
ム
」

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
事
業
は
、
区
内
の

加
盟
店
で
、
買
い
物
や
食
事
の
際
に

５００
円
ご
と
に
ス
タ
ン
プ
を
１
個
押
印

す
る
も
の
で
す
。
ス
タ
ン
プ
が
２０
個

に
な
っ
た
ら
１
千
円
の
金
券
と
し
て

加
盟
店
で
使
え
ま
す
。

今
ま
で
、
１８
歳
未
満
の
児
童
と
６５

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
が
対
象
で
し

た
が
、
今
年
度
は
対
象
を
す
べ
て
の

区
内
在
住
者
に
拡
大
し
ま
す
。

ま
た
、
５
か
月
間
だ
っ
た
利
用
期

間
を
８
か
月
間
に
拡
大
し
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
者

配
布
枚
数

１
人
５
枚

※
１８
歳
未
満
の
児
童
・
６５
歳
以
上
の

高
齢
者
は
１
人
６
枚
（
来
年
３
月

末
ま
で
に
、
１８
歳
に
な
る
方
と
６５

歳
に
な
る
方
を
含
む
）

受
取
方
法

５
月
初
旬
に
世
帯
主
へ

交
換
用
ハ
ガ
キ
を
郵
送
し
ま
す
。

期
間
内
に
ハ
ガ
キ
を
交
換
場
所
に

お
持
ち
に
な
り
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

交
換
期
間

５
月
１１
日
（月）
〜
６
月
３０

日
（火）
（
土
・
日
を
除
く
）

利
用
期
間

５
月
１１
日
（月）
〜
１２
月
３１

日
（木）

交
換
場
所

出
張
所
、
区
民
商
工
課

（
区
役
所
２
階
）、
ま
ち
み
ら
い
千

代
田
（
神
田
錦
町
３
―
２１
）

今
年
も
全
消
費
者
を
対
象
に
し
た

「
懸
賞
は
が
き
」
事
業
を
行
い
ま
す
。

今
年
は
、
懸
賞
賞
品
額
が
５００
万
円

ア
ッ
プ
し
、
２
千
５００
万
円
相
当
の
賞

品
（
省
エ
ネ
製
品
な
ど
）
が
当
た
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
９
月
の
広
報
千

代
田
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲昨年の合同水防訓練（北の丸公園）

５
月
１１
日
　
か
ら
、
区
民
の
消
費
生
活
の
継
続
的
な
支
援
と
区
内
商
店
の
活
性
化
を

目
的
に「
５００
円
ワ
ン
コ
イ
ン
・
ド
リ
ー
ム
」ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
２１
年
度
は
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
す
べ
て
の
区
内
在
住
者
を
対
象
に
実
施
し
、

利
用
期
間
も
１２
月
３１
日
　
ま
で
拡
大
し
ま
す
。
定
額
給
付
金
で
の
買
い
物
に
も
、
ぜ
ひ

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
商
工
振
興
グ
ル
ー
プ
　
1
３
２
３
３
―

７
５
５
８

（月）

（木）

Ｑ
ど
う
し
て
区
内
共
通
商
品

券
で
な
く
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
事
業
な
の
で
す
か

Ａ
商
品
券
は
一
時
的
か
つ
集

中
的
に
利
用
さ
れ
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
緊

急
経
済
対
策
だ
け
で
な
く
、

生
活
の
支
援
や
消
費
の
拡
大

も
目
的
に
し
て
い
る
た
め
、
買

い
物
や
食
事
で
継
続
的
に
繰

り
返
し
て
消
費
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
の
方
が
効
果
的
だ
か
ら
で

す
。

Ｑ
ど
う
し
て
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
を
直
接
郵
送
し
な
い
の
で

す
か

Ａ
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
は
金
券

と
し
て
使
え
る
た
め
、
区
民

の
皆
さ
ん
に
確
実
に
受
け
取

っ
て
い
た
だ
き
た
い
か
ら
で

す
。

Ｑ
具
合
が
悪
く
て
窓
口
に
取

り
に
行
け
な
い
の
で
す
が

Ａ
交
換
ハ
ガ
キ
が
あ
れ
ば
、

代
理
の
方
で
も
交
換
で
き
ま

す
。
代
理
の
方
が
い
な
い
と

き
は
、
ま
ち
み
ら
い
千
代
田

の
商
工
振
興
グ
ル
ー
プ
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
使
い
切
れ
な
い
の
で
友
達

に
あ
げ
た
い
の
で
す
が

Ａ
自
分
以
外
で
使
用
で
き
る

の
は
同
一
世
帯
の
方
だ
け
で

す
。
友
達
に
は
あ
げ
ら
れ
ま

せ
ん
。

Ｑ
盗
難
や
紛
失
し
た
場
合

は
、
再
交
付
で
き
ま
す
か

Ａ
再
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
誤
っ
て
洗
濯
機
で
洗
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
が

Ａ
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
と
確
認

で
き
れ
ば
新
し
い
カ
ー
ド
と

交
換
し
ま
す
。
途
中
ま
で
押

印
し
て
あ
る
場
合
、
確
認
で

き
る
範
囲
で
押
印
し
ま
す
。

Ｑ
住
所
・
氏
名
の
記
入
は
必

要
で
す
か

Ａ
カ
ー
ド
の
盗
難
や
偽
造
防

止
の
た
め
記
入
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
目

的
で
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

500円ワンコイン・ドリーム
Ｑ＆Ａ

区
は
、
水
害
を
防
ぐ
た
め
、
消

防
団
や
消
防
署
と
合
同
で
水
防
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

積
み
土
の
う
工
法
や
マ
ン
ホ
ー

ル
噴
出
防
止
等
、
水
害
防
止
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
工
法
の
演
習
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
見
学
く
だ
さ

い
。
当
日
は
、
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

と
き

５
月
２６
日
（火）
９
時
３０
分
〜

１１
時

会
場

北
の
丸
公
園
第
３
駐
車
場

（
北
の
丸
公
園
１
）

■
消
防
団
員
を
募
集

区
内
消
防
団
は
、
オ
フ
ィ
ス
の

従
業
員
や
大
学
生
等
の
青
年
層
を

中
心
に
、
幅
広
い
皆
さ
ん
の
力
を

求
め
て
い
ま
す
。
入
団
希
望
者
、

興
味
の
あ
る
方
は
、
最
寄
り
の
消

防
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
最
寄
り
の
消
防
署
は
東
京
消
防

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.tfd.m

etro.tokyo.jp/

tfd/index.htm
l

）
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

防
災
課

1
５
２
１
１
―
４
１
８
７

bousai@
city.chiyoda.lg.jp

台
風
・
大
雨
に
備
え
、

合
同
水
防
訓
練

区内での買い物や食事にポイント

１１
日

か
ら
　
対
象
者
と
期
間
を
拡
大

（月）

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド

懸
賞
は
が
き

景
気
の
急
激
な
悪
化
に
よ
る
厳
し
い
経
営
状
況
を
受
け
、

昨
年
実
施
し
た
特
別
措
置
を
大
幅
に
拡
充
し
た
「
緊
急
景
気

対
策
特
別
措
置
―
２
０
０
９
」
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

３
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

区
民
商
工
課
商
工
融
資
係
1
５
２
１
１
―
４
３
４
４

中
小
企
業
の
経
営
支
援
　

緊
急
景
気
対
策
特
別
措
置
を
実
施

区内の加盟店舗

区民

区

金券金券
としてとして
利用利用

金券
として
利用

（500円に１個）

換　金

カード配布
スタンプ押印

（財）

「
５００
円
ワ
ン
コ
イ
ン
・
ド
リ

ー
ム
」
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
事
業

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
お
店
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

※
加
盟
店
は
現
在
８３７
店
で
す
。

詳
し
く
は
、
ま
ち
み
ら
い
千

代
田
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
千

代
田day ,s

」（http://w
w
w
.

chiyoda-days.jp

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

５
月
２６
日

北
の
丸
公
園
で

（火）

加
盟
店
を
募
集



区
営
四
番
町
住
宅
と
水
道
橋
住
宅

（
世
帯
用
）
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

住
宅
の
概
要

図
表
１
の
と
お
り

対
象

次
の
①
〜
⑥
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
成
年
者
（
20
歳
未
満
の

既
婚
者
、
婚
約
者
を
含
む
）

①
申
込
者
本
人
が
区
内
に
引
き
続
き

１
年
以
上
在
住

②
同
居
親
族
が
い
る

③
世
帯
の
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準

内
＝
図
表
２
＝
で
あ
る

④
現
に
住
宅
に
困
り
、
自
ら
が
住
む

た
め
の
住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る

⑤
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

⑥
申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力

団
員
で
な
い

詳
し
く
は
、
５
月
７
日
（木）
か
ら
情

報
コ
ー
ナ
ー
（
区
役
所
２
階
／
日
曜

を
除
く
）
出
張
所
、
ま
ち
づ
く
り
総

務
課
（
区
役
所
５
階
／
土
・
日
を
除

く
）
で
配
布
す
る
「
申
込
み
の
し
お

り
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ま
ち
づ

く
り
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法

「
申
込
み
の
し
お
り
」

を
ご
覧
の
上
、
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
所
定
の
封
筒
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い（
５
月
15
日
（金）
ま

で
の
消
印
が
あ
り
、
５
月
19
日
（火）

ま
で
に
届
い
た
も
の
に
限
り
受
け

付
け
）。
申
込
者
が
多
数
の
場
合

は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

No. 1255 21.5.5（2）

区
営
住
宅（
世
帯
用
）

中
堅
所
得
者
を
対
象
に
し
た
都
民

住
宅（
家
族
向
）の
あ
き
家
入
居
者

（
待
機
者
）を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
募
集
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
込
資
格
　
次
の
①
〜
⑤
の
条
件
を

す
べ
て
満
た
す
方

①
日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る

②
同
居
親
族
（
内
縁
、
婚
約
者
を
含
　

む
）が
い
る

③
都
が
定
め
る
所
得
収
入
基
準
の
範

囲
内
で
あ
る

④
現
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅

を
必
要
と
し
て
い
る

⑤
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
立
て
ら
れ

る（
指
定
法
人
管
理
型
を
除
き
、

一
般
募
集
住
宅
（
世
帯
向
・
単
身

者
向
）、
定
期
使
用
住
宅
（
若
年
フ

ァ
ミ
リ
ー
向
・
多
子
世
帯
向
）、
若

年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

対
象

都
内
に
居
住
し
（
単
身
者
は

３
年
以
上
）、
所
得
が
基
準
内
で
、

現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

※
こ
の
ほ
か
、
申
込
区
分
ご
と
に
条

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
募

集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
書
の
配
布

５
月
７
日
（木）
か
ら

１５
日
（金）
ま
で
都
住
宅
供
給
公
社

募
集
セ
ン
タ
ー
（
渋
谷
区
神
宮
前

５
―
53
―
67
）、
都
庁
第
一
本
庁

舎（
新
宿
区
西
新
宿
２
―
８
―
１
）、

情
報
コ
ー
ナ
ー
（
区
役
所
２
階
／

日
曜
を
除
く
）、
出
張
所
、
ま
ち

づ
く
り
総
務
課
（
区
役
所
５
階
／

土
・
日
を
除
く
）で
配
布
し
ま
す
。

申
込
み

５
月
19
日
（火）（
必
着
）ま
で

に
郵
送
で
、
渋
谷
郵
便
局
に
到
着

し
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま

す
。

問
合
せ

（都）
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ

ン
タ
ー
　

1
０
５
７
０
―
０
１
０
８
１
０

（
５
月
７
日
〜
15
日

土
・
日
を

除
く

）

1
３
４
９
８
―
８
８
９
４

（
そ
の
他
の
期
間
）

http://w
w
w
.to-kousya.or.jp

保
証
会
社
の
利
用
も
可
）

申
込
書
の
配
布

５
月
８
日
（金）
か
ら

２２
日
（金）
ま
で
都
住
宅
供
給
公
社

募
集
セ
ン
タ
ー（
渋
谷
区
神
宮
前

５
―
53
―
67
）な
ど
都
内
４０
か
所
で

配
布

申
込
み

５
月
８
日
（金）
か
ら
25
日
（月）

（
必
着
）ま
で
に
募
集
セ
ン
タ
ー
に

到
着
し
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け
。

※
不
明
な
点
は
直
接
募
集
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

（都）
住
宅
供
給
公
社
募
集

セ
ン
タ
ー
1
３
４
０
９
―
２
２
４
４

http://w
w
w
.to-kousya.or.jp

高
齢
者
の
生
活
に
配
慮
し
た
優
良

な
賃
貸
住
宅
を
建
築
す
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
・
緊
急

時
対
応
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
や
事
務
所

ビ
ル
か
ら
賃
貸
住
宅
に
改
造
す
る
場

合
も
対
象
に
な
り
ま
す
（
改
造
の
前

後
で
建
築
基
準
法
等
の
関
係
法
令
に

適
合
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
）。

応
募
者
の
中
か
ら
区
が
選
定
し
、

都
知
事
が
認
定
を
行
い
ま
す
。

補
助
内
容

①
住
宅
供
給
計
画
策
定
補
助
＝
補
助

率
３
分
の
２

②
建
設
費
等
補
助

・
共
同
施
設
設
備
費
等（
民
間
事
業

者
が
建
設
す
る
場
合
）＝
補
助
率

３
分
の
２

・
建
設
費（
社
会
福
祉
法
人
等
が
建

設
す
る
場
合
）＝
補
助
率
３
分
の

１
③
家
賃
減
額
補
助
＝
月
額
２
万
５
千

６００
円
／
戸
（
上
限
）

募
集
戸
数

１
棟
20
戸
程
度

応
募
資
格
、
住
宅
の
基
準
、
助
成

範
囲
・
金
額
等
は
、
案
内
書
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
建
築
指
導
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み

６
月
30
日
（火）
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
に
所
定
の
申

込
書
を
直
接
建
築
指
導
課
（
区
役

所
５
階
）
へ
。

問
合
せ

建
築
指
導
課
住
環
境
整
備

主
査
　
1
５
２
１
１
―
４
３
１
２

区営住宅
あき家入居者募集

５月７日(木)～１５日(金)

都
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

事業者から大量の電子メール広

告が届いて、迷惑していませんか。

うっかりアクセスをすると、架空請求

などの被害に合う恐れがあります。

法律で禁止されています
あらかじめ請求や承諾をしてい

ない者に対する電子メール広告は

禁止されています。

情報提供しましょう
広告メールが届いて困っていた

ら、日本産業協会のＥメールま

たはホームページへ送ってくだ

さい。

迷惑メールを受信
した場合の対処方
法
・不審な電子メー

ルは、連絡をせ

ず無視する

・不審なＵＲＬにはアクセスしない

・不当な請求には応じない

・執ように請求される場合は、警察

に相談する

問合せ 経済産業省相談室

1３５０１―４６５７（平日10時～16時）

千代田区消費者相談室

（区役所２階）

1５２１１―４３１４

（平日９時30分～16時）

大量の電子メール広告が届いたら

美
し
い
さ
く
ら
を
い
つ
ま
で
も
残

し
た
い
と
、
さ
く
ら
に
親
し
み
、
愛

す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
さ

く
ら
教
室
や
さ
く
ら
再
生
活
動
へ
の

参
加
、
ま
た
、
年
２
回
発
行
す
る
サ

ポ
ー
タ
ー
通
信
を
通
じ
て
、
さ
く
ら

の
情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
美
し
い

さ
く
ら
を
咲
か
せ
る
お
手
伝
い
を
し

ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
個
人
で
加
入
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
会
費
は
年
間
１
千
円
で
、
さ
く

ら
基
金
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ

道
路
公
園
課
内
さ
く
ら
サ

ポ
ー
タ
ー
事
務
局

1
５
２
１
１
―
４
２
４
３

6
３
２
６
４
―
４
７
９
２

dourokouen@
city.chiyoda.lg.jp

千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

さ
く
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

▼図表１　住宅の概要

区分 住宅の名称 住戸面積
間取り

予定使用料
（円／月）

共益費
（円／月）入居家族 募集戸数

四 番 町 住 宅
(四番町１１）

水 道 橋 住 宅
（三崎町２－２２－１２）

区
営
住
宅

４３.４ｍ２ ２６,０００～３８,７００
※２（５１,０００）

３０,３００～４５,１００
※２（５９,４００）

２人以上 １戸

１戸

２ＤＫ

５１.６ｍ２

２ＤＫ

※１

２人以上
※１

※３

※３

※１　住戸面積に対する入居者数の適正人員は、２ＤＫは２～３人です。 ※２　住宅使用料の（　　　）内は障害者等世
帯の上限額です。※３　住宅共用部分の水道・電気料金、廊下・階段・排水管の清掃費等は入居者の負担になります。     

▼図表2　所得基準（平成21年4月1日改正）

入居家族数
所得金額（円）

一般世帯 障害者等世帯

０～２,２７６,０００

０～２,６５６,０００

０～３,０３６,０００

０～２,９４８,０００

０～３,３２８,０００

０～３,７０８,０００

０～２,５６８,０００

２人

３人
４人

単身

※障害者等世帯は、一般世帯より所得が多くても申し込
　むことができます。

都民住宅
あき家入居の
待機者募集

s
新
内
こ
も
れ
び
千
代
田

spam-in@nissankyo.jp https://www.nissankyo.or.jp/spam/form.html

抽
選
日

６
月
３
日
（水）

入
居
予
定

８
月
ご
ろ

問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
総
務
課
住

宅
管
理
係1

５
２
１
１
―
３
６
０
７

高齢者向け
優良賃貸住宅

建築主を募集

５
月
23
日
（土）
に
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

町
警
察
署
か
ら
講
師
を
招
き
「
防

犯
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
講
演
を

行
い
ま
す
。

と
き

５
月
23
日
（土）
13
時
30
分
〜

14
時
30
分

場
所

町
区
民
館
洋
室
Ａ
、
Ｂ

（

町
２
―
８
）

申
込
み

前
日
ま
で
に
電
話
・
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（
１０
面
参
照
）
に
マ
ン
シ
ョ
ン

名
と
参
加
人
数
を
記
入
し
ま
ち

み
ら
い
千
代
田
居
住
支
援
グ
ル

ー
プ（
1
３
２
３
３
―
３
２
２
３

6
３
２
３
３
―
７
５
５
７
●

kyojyu@
m
m
-chiyoda.or.jp

）

へ
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー

〜
防
犯
対
策
を
テ
ー
マ
に
〜

く ら し の 安 全 ・ 安 心

経済産業省パンフレット「ケータイでイタッ！」から抜すい

情報提供先＝日本産業協会
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経
済
状
況
の
悪
化
で
、
売
上
高
や

利
益
率
が
減
少
す
る
な
ど
深
刻
な
影

響
を
受
け
て
い
る
区
内
中
小
企
業
を

対
象
に
、
融
資
条
件
を
大
幅
に
拡
充

し
た
「
緊
急
景
気
対
策
特
別
措
置
―

２
０
０
９
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
特
別
措
置
は
、
中
小
企
業
者

の
経
営
状
況
を
勘
案
し
、
長
期
・
短

期
を
織
り
ま
ぜ
た
特
別
資
金
の
創
設

と
特
定
の
通
常
資
金
に
利
子
補
給
率

な
ど
の
優
遇
措
置
を
適
用
す
る
特
例

措
置
の
２
本
立
て
で
行
い
ま
す
。
な

お
、
受
付
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

利
用
要
件

①
基
本
形
（
資
金
番
号
１
・
４
）

・
最
近
３
か
月
間
と
前
年
同
期
を
比

較
し
て
、
売
上
高
、
売
上
総
利
益

率
ま
た
は
営
業
利
益
率
が
お
お
む

ね
３
％
以
上
減
少
し
て
い
る
こ

と
。
た
だ
し
、
こ
の
期
間
の
算
出

が
困
難
な
場
合
は
、
前
期
と
前
々

期
の
決
算
書
の
数
値
が
使
用
で
き

ま
す
。

※
最
近
と
は
、
原
則
と
し
て
申
込
み

月
の
前
月
ま
た
は
前
々
月
ま
で
を

い
い
ま
す
。

②
小
口
零
細
企
業
保
証
制
度
（
資
金

番
号
２
・
５
）

・
基
本
形
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

・
従
業
員
数
が
20
人
（
た
だ
し
、
卸

売
業
・
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は

５
人
）
以
下
で
、
今
回
申
込
分
を

含
め
た
保
証
協
会
の
保
証
付
融
資

残
高
が
１
千
２５０
万
円
以
内
で
あ

る
こ
と

③
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度
　

（
資
金
番
号
３
・
６
）

・
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条
第

４
項
第
５
号（
不
況
業
種
）の
認
定

を
取
得
し
て
い
る
こ
と

受
付
期
間

５
月
１１
日
（月）
〜
７
月
２４

日
（金）

申
込
み

予
約
不
要
で
す
。
随
時
受

け
付
け
ま
す
。

利
用
要
件
（
資
金
番
号
７
〜
９
）

・
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条
第

４
項
第
１
号
〜
６
号
の
認
定
を
取

得
し
て
い
る
こ
と

受
付
期
間

平
成
２２
年
３
月
３１
日
（水）

ま
で

申
込
み

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
設
備
資
金
は
予
約
不
要

で
す
。

問
合
せ

区
民
商
工
課
商
工
融
資
係

1
５
２
１
１
―
４
３
４
４

応
急
資
金
は
、
冠
婚
葬
祭
・
入
学
・

生
活
用
品
購
入
・
病
気
・
災
害
等
で
急

に
必
要
と
す
る
費
用
の
調
達
が
困
難
な

方
を
対
象
に
、
必
要
な
資
金
を
区
が
無

利
子
で
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

低
迷
す
る
社
会
経
済
状
況
の
中
、
区

民
生
活
を
支
え
る
た
め
に
、
貸
付
限
度

額
等
の
改
正
案
が
区
議
会
か
ら
提
案
さ

れ
、
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

貸
付
を
受
け
ら
れ
る
方

次
の
要
件
が
必
要
で
す
が
、
例
外
規

定
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ま
ず
は

福
祉
総
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
区
内
に
１
年
以
上
住
ん
で
い
る
こ

と
②
世
帯
主
で
あ
る
こ
と

③
返
済
可
能
な
収
入
が
あ
る
こ
と

④
現
に
こ
の
資
金
を
借
り
て
い
な
い
こ
　

と
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
借
受
理
由
を
証
明
す
る
請
求
書
・
見

積
書
等

②
収
入
を
証
明
す
る
源
泉
徴
収
票
等

③
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

④
実
印
・
印
鑑
登
録
証
明
書

⑤
収
入
印
紙

⑥
振
込
先
口
座
番
号

⑦
指
定
の
申
込
書

※
こ
の
ほ
か
に
も
書
類
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

福
祉
総
務
課
厚
生
係

1
５
２
１
１
―
４
２
１
１

広　　告

区
分

資
金
番
号

資金名

【図表1】　緊急景気対策特別資金　

代表者
区　分

融　資
限度額

利　子
補給率

本　人
負担率

融資期間
（据置）

信　用
保証料

責任共有制度
［保証割合］

対象
［８割］

対象
［８割］

対象除外
［１０割］

対象除外
［１０割］

返済
方法

名目
利率

1

２

３

４

５

６

緊急景気対策特別資金 
［基本形］

区民

区民
６００万円

一般
４５０万円

２００万円

一般

区民 区民
１.８％
一般
０.９％

区民
１.８％
一般
０.９％

区民
０.１％
一般
１.０％

区民
０.３％

５年以内
（６か月）

全額補助

全額補助

全額補助

全額補助

全額補助

全額補助

１年以内
（２か月）

一般
１.２％

一般

区民
一般

区民
一般

区民
一般

区民
一般

緊急景気対策特別資金  
［基本形］

小口： 　緊急景気対策特別資金   
            ［小口零細企業保証制度］

小口：緊急景気対策特別資金
         ［小口零細企業保証制度］

セーフ：緊急景気対策特別資金
         ［セーフティネット保証制度］

セーフ：　 緊急景気対策特別資金
             ［セーフティネット保証制度］

２.２％
１.８％

０.９％

０.４％

１.３％

２.１％

１.９％

元
金
均
等
割
賦
返
済

元
金
均
等
割
賦
返
済

長
期
資
金

短
期
資
金

資金名

【図表2】　緊急安定化支援特例措置（セーフティネット保証関連）

代表者
区　分

資金
番号

融　資
限度額

利　子
補給率

本　人
負担率

融資期間
（据置）

信　用
保証料

責任共有制度
［保証割合］

対象除外
［１０割］

返済
方法

名目
利率

７

８

９

営 業 資 金

設 備 資 金

小 規 模 特 別 資 金
（営業・設備）

区民
一般

区民

区民
１.３％
一般
０.６％

区民
０.８％
一般
１.５％

６年以内
（６か月）

７年以内
（１２か月）

５年以内
（６か月）

全額補助

全額補助

全額補助

一般

区民
一般

１.８％

０.７％

０.３％

１.４％

２.１％

元
金
均
等
割
賦
返
済

１,２００万円

１,４００万円

１,１００万円

６００万円

４００万円

９００万円

短

短

短

中
小
企
業
経
営
支
援
の
特
別
措
置
　
利
子
補
給
の
優
遇
措
置
も

特
別
資
金
を
創
設

応急資金の
貸付限度額を引き上げ

任期満了に伴う東京都議会

議員選挙が次のとおり行われ

ます。明日の都政を託す人を選

ぶ選挙です。大切な一票を無

駄にせず、必ず投票しましょう。

告示日 7月3日（金）

投・開票日 7月12日（日）

立候補予定者説明会

区選挙管理委員会は、東京

都議会議員選挙の立候補の届

出手続きなどに関する説明会

を開催します。立候補を予定

している方は必ずご出席くださ

い。

とき 5月22日（金）14時～

会場 402・403会議室（区役所

4階）

問合せ （区）選挙管理委員会事

務局 15211－4268

東東京京都都議議会会
議議員員選選挙挙

防衛省

病気・生活用品購入等

■応急資金の貸付限度額・返済方法等

※（　　　）は改正前の内容

種　類 貸付の事由 貸付限度額 据置期間 返済回数

一　般 冠婚葬祭、生活用品購入等 ３３万円（２７万円） ３か月（６か月） ３３か月以内(２０か月以内)

５５か月以内(３０か月以内)

６６か月以内(４０か月以内)

６６か月以内(４０か月以内)

３か月（６か月）

６か月（６か月）

６か月（６か月）

５５万円（４５万円）

６６万円（５４万円）

６６万円（５４万円）

入学金、制服、学用品等

病気・傷害のための医療費

火災、風水害、交通事故等

就　学

療 養 資 金

災 害 資 金

一
般
資
金

緊
急
景
気
対
策
特
別
資
金

（
図
表
１
）

経
営
安
定
化
支
援
特
例
措
置

（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
関

連
・
図
表
２
）
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
地
域
の
方
々
の

抱
え
る
問
題
や
要
望
を
把
握
し
、

皆
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
や

助
言
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
福
祉
事
務
所
や
各
関
係

機
関
と
区
民
と
の
パ
イ
プ
役
を
果

た
し
、
適
切
な
援
助
活
動
を
行
え

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
児
童
委
員
も
兼

ね
て
い
て
、
学
校
や
児
童
相
談
所

な
ど
と
協
力
し
て
子
ど
も
の
虐
待

や
青
少
年
の
非
行
問
題
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
児
童
福
祉
に
関
す
る

こ
と
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児

童
委
員
が
、
担
当
区
域
を
持
つ
児

童
委
員
と
一
体
に
な
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
職
務

上
知
り
得
た
秘
密
を
守
る
よ
う
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
活
上
の
悩
み
や
、
福
祉
に
関
す

る
こ
と
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
を

担
当
す
る
委
員
ま
で
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

福
祉
総
務
課
厚
生
係

1
５
２
１
１
―
４
２
１
１

三崎町１・２・３丁目

西神田１・２・３丁目（２丁目１・２・７・８番は除く）

安原　勝子
３２６２－０７１６

角田　光正
３２６５－９６００

や す は ら

みつまさ

か つ こ

か く た

氏名・電話番号 担当地域

猿楽町１・２丁目菱山　志摩子
３２９３－０２１５

神田神保町１丁目（偶数番地）

神田神保町３丁目

神田神保町２丁目（奇数番地）、一ツ橋２丁目

神田神保町１丁目（奇数番地）

角谷　幸子
３２９１－１５１４

神田神保町２丁目（偶数番地）、西神田２丁目１・２・
７・８番

長谷川　美江
３２６４－８８８８

大山　惠子
３２６１－４８４４

仙波　瑛子
３２３４－４６３９

松井　和代
３２９３－９０１３

神田錦町３丁目、神田小川町３丁目（奇数番地）

神田錦町１・２丁目、神田小川町２丁目（奇数番地）

中川　敦子
３２９１－２３２０

神田小川町１・２・３丁目（偶数番地）日比　廣美
３２９１－６８０２

神田駿河台１・２丁目

神田駿河台３・４丁目

神田淡路町１・２丁目（奇数番地）

内神田１丁目

神田淡路町１・２丁目（偶数番地）、神田須田町１丁
目１・２・３・４・６・８・９・１０・１１・１２・１３・１４・１５・１７・１９・
２１・２３・２５番地

神田鍛冶町３丁目、内神田３丁目１９～２１番、神田
須田町１丁目５・７・１６・１８・２０・２２・２４・２６・２７・２８・
３０・３２・３３・３４番地、神田多町２丁目

神田司町２丁目、神田美土代町、神田小川町１丁
目（奇数番地）

丸野　八重子
３２９１－１３６２

小田島　眞理子
３２５８－１０３４

坪井　康子
３２５３－７８４４

山田　茂子
５２９６－２７５７

佐藤　健一
３２５２－２７４９

入山　庸裕
３２９４－５７８０

内神田３丁目（１９～２１番は除く）

内神田２丁目

神田須田町２丁目、神田東松下町、岩本町２丁目４番

鍛冶町１・２丁目

東神田１・２丁目

岩本町１・２・３丁目（２丁目１ ～４番は除く）、神田岩
本町

神田佐久間町２・３・４丁目、東神田３丁目、神田平河
町、神田佐久間河岸

齋藤　光治
３２５６－５５８９

浅賀　和世
３２５２－７３７１

谷合　芳子
３２５４－１８７１

東郷　實枝子
３２５１－５５７０

神田紺屋町、神田東紺屋町、神田富山町、神田北
乗物町、神田西福田町、神田美倉町、岩本町２丁目
１～３番

高橋　紀代子
３８６６－２９８４

村田　和美
３２５６－００７６

元橋　佳世子
３８６２－８６１１

小要　ミドリ
３８６６－０８０１

服部　美千代
３８６１－７５６６

神田和泉町、神田松永町、神田花岡町、神田練塀
町、神田佐久間１丁目

大内　ユキ子
３８６６－１６００

外神田１・４丁目鈴木　明孝
３２５３－９６９７

外神田２・３丁目前川　知正
３２５１－３９５８

外神田５・６丁目新井　美智子
３８３１－３２０６

任期平成１９年１２月1日～平成２２年１１月３０日

窪田　憲子
３２９５－６４８０

ひ し や ま

お お や ま

な か が わ

み え

か ど や さ ち こ

け い こ

せ ん ば

ま つ い か ず よ

あ つ こ

く ぼ た の り こ

ひ ろ み

や え こ

ま り こ

ま る の

つ ぼ い

や ま だ

さ と う けんいち

い り や ま

さ い と う

た に あ い

と う ご う

た か は し

も と は し

は っ と り

お お う ち こ

あきたか

ま え か わ ともまさ

つねひろ

し げ こ

こ う じ

あ さ が か ず よ

よ し こ

む ら た

こ よ う

す ず き

あ ら い

か ず み

や す こ

お だ じ ま

ひ 　び

よ う こ

し ま こ

は せ が わ

み え こ

き よ こ

か よ こ

み よ こ

み ち こ

神
　
田
　
地
　
区

氏名・電話番号 担当地域

丸の内１・２・３丁目、大手町１・２丁目（１丁目４番は除
く）、有楽町１・２丁目、内幸町１・２丁目、霞が関１丁目、
日比谷公園

永田町１・２丁目、霞が関２・３丁目

平河町１・２丁目、隼町

岩崎　君栄
３５９１－４７４０

遠藤　恒夫
３５８１－０５８５

篠田　晴久
３２６１－６６１８

　町１・２・３丁目

　町６丁目、二番町

五番町

六番町

綿引　和美
３２６２－２６５１

　町４・５丁目、紀尾井町１～７番渡邉　るみ
３２６１－６５４４

岸本　カヨ子
３２６５－２８５５

横山　義文
３２２２－００２６

元田　順子
３２６１－００８０

一番町

九段南２・３丁目、九段北３丁目

秋山　平三郎
３２６３－６９５４

四番町鏑木　美知子
３２６５－３５４７

九段北４丁目、九段南４丁目

九段北１丁目、九段南１丁目、北の丸公園、千代田、
皇居外苑、一ツ橋１丁目、大手町１丁目４番

三番町

飯田橋１・２丁目

富士見１丁目、九段北２丁目

富士見２丁目

櫻井　紀子
３２６１－３５０７

中村　茂
３２６３－６０３６

富山　澄子
３２６１－６７２２

井関　房枝
３２６１－９５３６

若月　曠義
３２６１－５０３４

吉澤　文子
３２６１－２８９７

飯田橋３・４丁目

主任児童委員

主任児童委員

浅生　威
３２３４－１０６３

坂口　純子
３２６５－８６０４

宮田　京子
３２３０－０８２０

赤城　正晃
３２６１－３９２０

神
田
地
区

　
　
町
　
地
　
区

　
町
地
区

いわさき

えんどう

はるひさ

わたびき

わたなべ

きしもと

よこやま

じゅんこ

あきやま

まさあき

かぶらぎ

さくらい

なかむら

とみやま

へいざぶろう

よしふみ

こ

き み え

つ ね お

し の だ

か ず み

げ ん だ

あ か ぎ

の り こ

す み こ

い せ き

わかつき

よしざわ

さかぐち じゅんこ

きょうこ

ひろよし

ふ さ え

ふ み こ

あ そ う

み や た

たけし

しげる

み ち こ

主任児童委員高橋　君江
３２３０－０１３０

主任児童委員佐藤　祐子
３２５３－４８１９

たかはし き み え

さ と う ゆ う こ

５月１２日は「民生委員・児童委員の日」

活
動
の
中
身

児
童
・
子
育
て
相
談

個
人
情
報
は
保
護

千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ



区役所の代表電話　3264ー2111（5）No. 1255 21.5.5

▲さくらフェスティバル（ 國神社）

神田で元気にながいき教室

スタッフが常駐するサロンでお
茶を飲みながらおしゃべりを楽し
みましょう（昼食の持込み可）。
とき ５月２８日(木）から毎週火・
木・土曜午前１０時３０分～午後３
時(祝日を除く)
※５月２６日(火)１１時３０分からオープ
ニングイベントとして、カレーラ
イスを無料配布（先着１００名）
会場 かんだ連雀１階(神田淡路町
２－８－１)

※途中入退室は自由です。
対象 ６０歳以上の区内在住者
問合せ 社会福祉協議会

1５２８２－３７１１
6５２８２－３７１８

「なるほど　よくわかる　民俗
学」をテーマに講演会を開催しま
す。全３回の講演です。
とき・内容 第1回＝５月１５日（金）「民
俗学入門～民俗学とは何か～
（仮）」倉石忠彦（くらいしただひ
こ）さん（國學院大學教授）、第２
回＝５月２２日（金）「病いと民俗学～
絵馬・御符

ご ふ

からよむ健康祈願の諸
相～」鈴木通大（すずきみちひろ）

さん（神奈川県立歴史博物館専門
員）、第３回＝５月２９日（金）「千代田
区の年中行事」加藤紫識（かとう
しのぶ）さん（四番町歴史民俗資
料館非常勤学芸員）
※いずれも午後1時３０分～２時３０分
会場 高齢者センター４階集会室
定員 ２０名（申込順）
申込み ５月１４日（木）までに電話ま
たは直接高齢者センター窓口（神
田神保町２－２０1３２６５－３９８１）
へ。

模擬店やバザーなど楽しい催し
です。この機会に高齢者センター
へ来てみませんか。
とき ５月２７日（水）午前１１時３０分～
午後２時／２８日（木）午前１０時～正
午
会場 高齢者センター、愛全公園
（いずれも神田神保町２－２０）
※入場は高齢者センター利用登録
者が優先
内容 ２７日（水）＝ふれあい広場（模
擬店、フリーマーケット、ゲーム
コーナーほか）／２８日（木）＝バザ
ー・喫茶コーナー
■バザーに物品の提供を
２８日（木）のバザーに寄付をお願い

しています。家庭の中で使用して
いない物（新品）があれば、高齢者セ
ンターへお持ちください。
受付期間 ５月１８日（月）～２３日（土）午
前９時～午後５時
■フリマ出店者を募集
２７日（水）のフリーマーケットの出
店者を募集しています。詳しくは、
お問い合わせください。
問合せ 高齢者センター

1３２６５－３９８１

フラダンスを取り入れた認知症
予防フラ体操を開催します。
とき ６月１７日・８月１９日・１０月２１
日・１２月１６日・平成２２年２月１７日
のいずれも水曜（変更の場合もあ

かんだ連雀はあとサロン

高齢者大学講演会

春のたのしみ大会

高齢者あんしんセンター神田は、
住み慣れたまちで元気に長生きで
きるよう、今年度もさまざまなテ
ーマの教室を開催します。
とき・内容 下表のとおり
※いずれも午後１時３０分～３時
会場 かんだ連雀（神田淡路町２
―８―１）
申込み 参加希望日の前日までに
電話またはファクシミリ（１０面参
照）に参加希望日を記入し高齢者

あんしんセンター神田（1５２９７
―２２５５6５２９７―２２５６）
へ。
■百歳まで元気に歩く～弱ってき
た足腰を元気にしよう～
足腰の筋肉が弱るのを防ぐ方法

や、知っておきたい豆知識をお伝
えします。
とき ５月１６日（土）午後１時３０分～
３時
講師 理学療法士

と　き 内　　　容

高齢者の消費生活トラブル～早期発見のために～

バランスのよい食事をとって、元気に長生き

高齢者の権利擁護

加齢とともに起こる足腰の痛み
～原因と予防法について知ろう～

物忘れに気づいたとき、できること 
～今日からできる認知症予防～

７月１８日（土）

９月２６日（土）

１１月２１日（土）

１月２３日（土）
平成２２年

３月１３日（土）
平成２２年

高齢者センターお風呂の休業

認知症予防フラ体操

シニアワークプログラム
技能講習

区営高齢者住宅あき家 入居者募集
区営高齢者住宅（世帯用・単

身者用）の入居者を募集します。
住宅の概要 表１のとおり
■世帯用
対象 申込時に６０歳以上の配偶
者、６５歳以上の父母もしくは兄
弟姉妹と同居または同居しよう
としている親族がいて、次の①
～⑥の条件をすべて満たす６５
歳以上の方
①申込者本人が区内に引き続き
１年以上在住
②同居親族がいる
③世帯の所得が定められた基準
内＝表２＝である
④現に住宅に困り、自らが住む
ための住宅を必要としている
⑤住民税を滞納していない
⑥申込者（同居親族を含む）が暴
力団員でない
■単身用
対象 区営高齢者住宅（世帯用）
の条件（②を除く）を満たす６５歳
以上の方

※原則として、自家所有者（住宅
または土地所有者）は申し込め
ません。
詳しくは、５月７日（木）から情

報コーナー（区役所２階／日曜
を除く）、出張所、まちづくり総
務課（区役所５階／土・日を除
く）で配布する「申込みのしお
り」をご覧いただくか、まちづ
くり総務課へお問い合わせくだ
さい。
申込み 「申込みのしおり」をご
覧の上、申込書に必要事項を記
入し所定の封筒で郵送してくだ
さい。
５月１５日（金）までの消印があ

り、５月１９日（火）までに届いたも
のに限り受け付けます。申込者
が多数の場合は抽選になりま
す。
抽選日 ６月３日（水）
入居予定 ８月ごろ
問合せ まちづくり総務課住宅
管理係　1５２１１―３６０７

▼表１　区営高齢者住宅の概要

住宅の名称 住戸面積
間取り

予定使用料
（円／月）

共益費
（円／月）入居家族

募集
戸数

借上型　
富士見高齢者住宅
（富士見１－１１－８）

神保町高齢者住宅
（神保町２－４０）

２８,４００～５５,８００

３,０００

３,０００

１７,９００～３５,１００

１戸

２戸
（同タイプ）

４９.１ｍ２

２ＤＫ

３０.２ｍ２

１ＤＫ

２人以上

単身

※２

※１　富士見高齢者住宅（借上型）は、民間地権者から期限を定めて賃借している住
　　　宅で、平成３１年９月３０日で借上げ終了になります。      
※２　住戸面積に対する入居者数の適正人員は、２ＤＫは２～３人です。  

※１

▼表2　所得基準（平成21年4月1日改正）

入居家族数
所得金額（円）

一般世帯 障害者等世帯

０～２,２７６,０００

０～２,６５６,０００

０～３,０３６,０００

０～２,９４８,０００

０～３,３２８,０００

０～３,７０８,０００

０～２,５６８,０００

２人

３人

４人

単身

※障害者等世帯は、一般世帯より所得が多くても申し込むこ
　とができます。

５月７日(木)～１５日(金)

ります）午後１時３０分～３時
会場 かんだ連雀（神田淡路町２
―８―１）
申込み 参加希望日の前日までに
電話またはファクシミリ（１０面参
照）に参加希望日を記入し高齢者
あんしんセンター神田（1５２９７
―２２５５6５２９７―２２５６）へ。

都内在住でおおむね６０歳くらい
の再就職を希望している方を対象
に「簿記３級資格取得支援」講習
を行います。
とき ７月６日（月）～１４日（火）（土･日
を除く全７回）午前９時３０分～午後
４時３０分
※全日参加できる方に限ります。
会場 東京しごとセンター（飯田
橋３－１０－３）
定員 ４０名（抽選）

申込み ５月１１日（月）～６月１１日（木）
（必着）に、ハガキ（１０面参照）に東
京しごとセンターおよびハローワ
ーク利用者登録の有無を記入し東
京しごと財団（〒１０２－００７２飯田
橋３－１０－３）へ。
※他のシニアワークプログラム技
能講習受講者は申し込めません。
■説明会
６月２２日（月）に説明会（場所・時間

は後日連絡）を行います。必ず参加
ください。
問合せ 東京しごと財団

1５２１１－２３３３

５月２５日（月）は、ボイラー点検の
ため、高齢者センターのお風呂は
利用できません。ご了承ください。
問合せ 高齢者センター

1３２６５－３９８１



No.1255 21.5.5（6）千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

▼手当・医療費助成の種類・支給対象・申請時期など 

種　類 支給対象 手当額（月額） 
申請時期 

新規申請者 現在受給している方 

誕生準備 
手 当  

次 世 代  
育成手当 

乳 幼 児  
医 療 証  

こ ど も  
医 療 証  

発達障害者の
療育経費助成 

特定不妊治
療 費 助 成  

児 童 手 当  
（国制度）  

児 童 扶 養  
手 当  

特 別 児 童  
扶 養 手 当  

育成手当 

障害手当 

ひとり親家庭
等医療費助成 

妊娠１９週を経過した日以降の女性 1回の妊娠につき４５，０００円 

児童の誕生または
転入後 

６月･１０月･２月 

都の助成決定通知日
以降１年以内 

新たに対象となると
思われる方はお問い
合わせください。 

新たに対象となると
思われる方はお問い
合わせください。 

６月に現況届の提出
が必要です 

１２月に現況届の提
出が必要です 

６月に現況届の提出
が必要です 

８月に現況届の提出
が必要です 

９月に現況届の提
出が必要です 
（平成２１年１月２日
以降に転入した方） 

６月に現況届の提
出が必要です 

都の特定不妊治療費助成事業により助成を受けた方 

父子・母子家庭（父または母が死亡、生死不明、離婚等）
や父または母に重度の障害がある家庭などの児童の
うち、義務教育終了後から１８歳までの児童（児童に中
度以上の障害がある場合は２０歳未満まで） 

父子・母子家庭（父または母が死亡、生死不明、離婚等）
や父または母に重度の障害がある家庭などの児童の
うち、１８歳までの児童 

健康保険対象診療分の自己負担分を助成 
※入院の場合は食事療養標準負担額または
　生活療養標準負担額および所得に応じて自
　己負担があります 

①児童1人の場合の支給額 
　所得に応じて４１，７２０円から９，８５０円まで 
②第２子＝①に５，０００円加算 
③第３子以降＝②に加え、第３子以降の1人に
　つき３，０００円加算 
※長期受給者は手当が半減される場合があり
　ます 

児童1人につき（障害の程度により） 
５０，７５０円または３３，８００円     
 

０歳～１２歳に達した日以降最初の３月３１日までの児童 
※次世代育成手当との併給はできません 

２０歳未満で心身に障害がある児童 
・愛の手帳１～３度程度 
・身体障害者手帳１～２級程度 
・脳性まひ、進行性筋萎縮症の児童 

母子家庭または父に重度の障害がある１８歳までの児
童（児童に中度以上の障害がある場合は２０歳未満まで） 

 ２０歳未満で心身に障害がある児童 
・愛の手帳１～３度程度 
・身体障害者手帳１～３級程度（一部４級を含む） 
※手帳の交付を受けていなくても、上記と同程度の疾
　病または障害のある場合は対象になることがありま
　す 

原則として２歳～１８歳未満の発達・知的・身体障害のあ
る児童 

義務教育就学期にある児童 
（１５歳に達した日以降最初の３月３１日まで） 

小学校就学前の乳幼児 

０歳～１８歳に達した日以降最初の３月３１日までの児童 
※国制度の児童手当との併給はできません 

 

児童1人につき　　１３,５００円 

児童1人につき　　１５,５００円 

 

 
３歳未満 
３歳以上（第２子まで） 
第３子以降 

１０,０００円 
５,０００円 
１０,０００円 

 
３歳未満 
３歳以上（第２子まで） 
第３子以降 

１０,０００円 
５,０００円 
１０,０００円 

 
 
 

都の助成決定金額の１／２で、1回の上限が 
５０，０００円（年度内２回まで） 

負担した経費の1／２を助成 
（月額１０，０００円まで） 
※相談・療育機関での経費の一部を助成しま
　す 

健康保険対象診療分の自己負担分を助成 
※保険対象外の診療および入院時の食事療
　養標準負担額は自己負担になります 

所得 
制限 

 

なし 

あり 

次
世
代
育
成
手
当 

こ
ど
も
医
療
費
助
成 

妊娠１９週を経過した
日以降、出産日から起
算して１年経過する日
まで 

児
童
育
成
手
当 

区は、国の児童手当を大幅に拡充し、
妊娠期から高校生までを対象として所
得制限のない「次世代育成手当」を支
給しています。
この手当は、子育て家庭の経済的負

担を少しでも軽減し、区が多くの区民

の皆さんと一緒に子育てを暖かく応援
していくために創設したものです。
■誕生準備手当は出産前に申請を
区内在住で、妊娠１９週を経過した日

以降の女性が対象です。
■住民税などの未納がある場合は受給
を制限
特別区民税、国民健康保険料、保育

園・こども園・幼稚園保育料の滞納や
各種手当の未返還、特別区民税の未申
告がある方は、手当を受給できない場
合があります。

区は、下図表のとおり中学生までの
医療費助成や特定不妊治療費の助成、

母子・父子家庭への手当等の支給を行
っています。
手当・助成の内容、所得制限額、申

請に必要な添付書類など詳しくは、お
問い合わせください。
問合せ こども支援課手当・医療係

1５２１１－４２３０

多様な手当・医療費助成で
次世代育成手当

次代を担う子どもたちへの支援

その他の手当・医療費助成

国は、多子世帯の幼児教育期の
負担を軽減するため、生活対策の一
環として、特別手当を支給します。
対象 １８歳以下の子どもが２人以
上いて、２人目以降が４～６歳（平
成１４年４月２日～平成１７年４月1
日生まれ）のお子さんがいる世帯
※それぞれの年齢は、平成２１年３
月３１日の年齢で判定します。
受付期限 ９月１６日（水）（消印有効）

手当額 対象になる子ども１人に
つき３６,０００円
区は、該当する世帯に申請書を

送付しています。申請がない場合
は手当は支給されません。ご注意
ください。
なお、申請書が届いていない場
合は問い合わせください。
問合せ こども支援課手当・医療係

1５２１１－４２３０

子育て応援特別手当の申請を忘れていませんか

Ｑ　子育て応援特別手当は課税対象
になりますか
A 子育て応援特別手当は、所得
税・個人住民税上、一時所得になり
ます。一時所得には５０万円の特別控
除額があるので、他に一時所得がな
い場合には、課税されません。
Ｑ　子育て応援特別手当はこれから
毎年支給されるのですか
A 子育て応援特別手当は国が実施

する「生活対策」に基づくものであ
り、定額給付金と同じように、平成
２０年度限りの措置です。
Ｑ　子育て応援特別手当を受け取る
と、定額給付金は受け取れなくなり
ますか
A 子育て応援特別手当と定額給付
金は、どちらも「生活対策」に盛り
込まれたものです。それぞれ別の手
当てなので、どちらも受け取れます。

子育て応援特別手当Ｑ＆Ａ
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０歳～５歳までの未就園児を対象に
いずみこども園の保育室を開放しま
す。
５月２０日・２７日・６月３日・１０日・１７

日・２４日・７月１日・８日・１５日のいずれ
も水曜１０時３０分～１１時４０分、神田和
泉町１1３８６６―９９３８

千代田区立図書館は、お子さんが本
に親しめるように、定期的に絵本の読
み聞かせ（３０分程度）を行っています。
気軽にご参加ください。
■千代田図書館15211ー4289
５月１６日（土）１５時～（幼児以上向

け）／２１日（木）11時～（乳幼児向け）
■四番町図書館13239ー6357
５月２４日（日）１４時～（幼児向け）／１４時

３０分～（児童向け）

いろいろな鬼ごっこから、ドッジボ
ールまで体を動かしながら仲良く遊び
ます。
６月３日～２４日の毎週水曜（全４回）

１５時４５分～１６時４５分、スポーツセン
ター（内神田２－１－８)、小学生３０名

(抽選)、講師＝河井美佳さん(ミズノグ
ループ専属インストラクター)、参加
費＝１,６００円、５月２５日(月)（必着）まで
に往復ハガキ(１０面参照・１人１枚)に性
別と学年を記入しスポーツセンター
(〒１０１－００４７内神田２－１－８1３２５６－
８４４４)へ。

浅めのプールです。小さなお子さん
でも安心して参加できます。
第1回＝６月１３日・２０日・２７日の毎週

土曜／第２回＝７月４日・１１日・１８日の
毎週土曜いずれも１０時３０分～１１時３０
分（１０時集合）、いきいきプラザ一番町
プール（一番町１２）、健康な４歳以上の
未就学児とその保護者１０組２０名（申
込順）、参加費＝区内在住者３,５００
円／その他の方４,５００円（プール料金
を含む）、第１回は６月１０日（水）・第２回
は６月３０日（火）までに料金を添えて直接
いきいきプラザ一番町（1３２６５－６３１１）
へ。

５月３０日～６月２７日の毎週土曜（全
５回）１０時～１２時、スポーツセンター
２階柔道場（内神田２－１－８)、区内在
住・在学の小学生３０名・中学生１０名
(申込順)、５月２０日（水）（必着）までにハ
ガキ（１０面参照）で千代田区空手道連
盟（〒１０１－００４７内神田２－１－８スポ
ーツセンター内千代田区体育協会気
付）へ。
千代田区空手道連盟・柴田

1３６１３―２３３８
karatedo-kenkyukai@hotmail.co.jp

ちょっとした育児の不安や幼稚園、
保育園での気がかりなことに医師、心
理相談員などが毎月２回話を聞きま
す。予約の上、直接お越しください。
児童・家庭支援センター・神田さくら

館６階（神田司町２―１６）、相談員＝榊原
洋一さん（発達外来医師）・上原芳枝さん
（臨床発達心理士）ほか、電話で児童・家
庭支援センター（1５２９８―２４２４）へ。

子育てほっとステーション

子と個（子どもと私）が育つ

現在の社会情勢から、子育てを理論
的に見て、子育てのヒントを考える「あ
たまコース」、子育てコーチング「ここ
ろコース」、体を使った親子コミュニケ
ーションを紹介する「からだコース」と
３つのコースを成長過程ごとにわけ、
９回のプログラムで展開します。
とき・内容 下図表のとおり
会場 九段生涯学習館（九段南１－
５－１０）
対象 区内在住・在勤・在学者または

在学の児童・生徒の保護者
定員 ①～⑦は各回５０名、⑧⑨は各
回２０名（申込順）

参加費 ５００円（何回でも受講可）
※⑨は参加費のほかに材料費５００円が
必要になります。
申込み ５月７日(木)１０時から電話ま
たはホームページで九段生涯学習館
（1３２３４―２８４１ ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.
ｋｕｄａｎ-ｌｌ〈エルエル〉.ｉｎｆｏ)へ。
※託児サービス（要予約）あり。

おはなし会

子どもの健康相談

親子ふれあいプール教室

小・中学生向け
空手道講習会

と　き

６月９日（火）
９時４５分～１１時１５分

６月２３日（火）
９時４５分～１１時１５分

７月７日（火）
９時４５分～１１時１５分

６月１１日（木）
１０時～１１時３０分

６月１８日（木）
１０時～１１時３０分

６月２０日（土）
１０時～１１時３０分

６月１３日（土）
１０時～１１時３０分

７月４日（土）
１０時～１１時３０分

６月２５日（木）
１０時～１１時３０分

①子どものつぶやきか
　ら学ぶ親子関係のあ
　り方

②ユーモア詩を通して、
　楽しい親子関係を考
　える

③インターネットや携帯
　電話のいじめを通し
　て、思春期の子ども
　を考える

④生まれてきてくれてあ
　りがとう

⑤子育てに役立つやさ
　しいコーチングⅠ

⑥子育てに役立つやさ
　しいコーチングⅡ

⑨思春期のお役立ち
　シーン別アロマテラ
　ピー

⑦ふれあい遊びでホット
　一息

⑧チャイルドケア・ヨガ
　～子育てツールに　
　ヨガを活用しよう～

増田修治さん

テーマ 講　　師

白梅学園
子ども学部子ども学科

ま す だ しゅうじ

荒巻シャケさん

保育シンガーソングライター
あらまき

鍼灸・アロママッサージルーム
「ホリスキュア」主宰

堀　有紀恵さん
ゆほり き え

神山栄里子さん

神山ヨガスタジオ主宰
かみや ま え り こ

（財）生涯学習開発財団
 認定コーチ

い わ た つとむ

岩田　勉さん

頭金多絵さん

親子教室
ぬくぬくだっこらんど主宰

とうき ん た え

准教授

あ
た
ま
コ
ー
ス

こ
こ
ろ
コ
ー
ス

か
ら
だ
コ
ー
ス

幼
児
期

児
童
期

児
童
期

児
童
期

幼
児
期

幼
児
期

思
春
期

思
春
期

思
春
期

キッズゲーム

区は、家庭のさまざまな記念日に
家族で楽しく食事をする、アニバー
サリー「家族でごはんの日」を推奨
していきます。親子でプロに料理を
習って、作る楽しさを味わいましょ
う。
とき ６月２８日(日)１０時～１３時
会場 東京會舘クッキングスクール
(丸の内３―２―１）
対象 区内在住・在学の小学校３年
生～６年生とその保護
者２４組４８名（申込順）
献立名 ①ハンバーグス
テーキ②コーンクリー
ムスープ③いちごのケ
ーキ
持ち物 エプロン、ハン
ドタオル、三角きんま
たはバンダナ(頭をお
おうもの)   
講師 梅崎信正さん（東
京會舘クッキングスク

ール）
費用 １人５０円（保険料）
申込み ６月２日(火)(必着)までに、
ハガキ・電話・ファクシミリまた
はEメール（１０面参照）に子どもの
学校名を記入し健康推進課食育推
進主査（〒１０１－００５４神田錦町３－
１０1３２９１－３６４９6３２９１
－３６５０ kenkousuishin＠city.
chiyoda.lg.jp）へ。

～料理を作る楽しさを親子で～

親子わくわく料理教室

▲さくらを楽しむ親子（千鳥ケ淵）

平成２１年度家庭教育学級

～あたまとこころとからだを使って～

区は、４月１５日に、区立小学校全
８校で「子どもの安全・安心一斉
パトロール」を実施しました。
新学期を迎え、新１年生も加わ

った各小学校では、児童や保護者
と日ごろから子どもたちを見守っ
ていく地域の皆さんとの顔合わせ
会を行いました。その後、子ども
たちと一緒に下校し、通学路上の
危険箇所やこども１１０番連絡会の家
などを確認しました。
千代田小学校では全学年児童の

ほか、保護者、町会関係
者、福祉関係団体などで
構成された「ちよだまち
かど見守り隊」のメンバ
ー、教職員などが下校ル
ートごとの教室に分かれ
て集合。見守り隊の紹介
や下校時での注意点など
の説明の後、合計１１の
班に分かれ、内神田や神
田須田町など各方面に集
団下校しました。
参加した児童は「駅の

近くはちょっと怖いので、一緒に
歩いてくれると安心です」（４年女
子）「緑の腕章の人がいるとほっと
します」（５年男子）などと話して
いました。また、参加した見守り
隊のメンバーは「子どもたちと挨
拶するのが楽しくて参加していま
す。子どもたちと触れ合うことで、
私たちも元気になれます」（町会
員・女性）などと話してくれまし
た。

子どもを見守る緑の腕章
通学路の安全確認　小学生とパトロール

ひと まち ふれあい

▲昨年度の様子（東京會舘クッキングスクール）

掲載した写真を差し上げます。詳しくは広報広聴課へ。



No. 1255 21.5.5（8）千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

館　　名

相田みつを美術館

出 光 美 術 館

神 田 明 神 資 料 館

宮内庁三の丸尚蔵館

国 立 公 文 書 館

JC I Iフォトサロン

「夢が大きくなればなるほど、根も深くなる。根が深くなればなるほど、夢も大きくなる」
みつをは生前よく口にしていました。「夢」「根」という二つの視点から作品を紹介します。

室町時代から近代まで、出光コレクションの水墨画の名品約４０件を展示。
東洋独特の造形芸術である水墨画の魅力を再発見する展覧会です。

1300年の歴史ある神田明神は江戸文化の根元。そして江戸文化には今の東京の
全てがあります。神田祭や江戸文化に関する絵巻・古文書･浮世絵などを大公開。

日本列島を南から北へ、西から東へ、四季折々の農村の光景を
記録した作品、約８０点（すべてモノクロ）を展示、紹介。

昭和の改元から日本国憲法の施行（昭和22年）まで、戦前か
ら戦後へのあゆみを当館所蔵の公文書でたどります。

この春、両陛下がご結婚５０年を迎えられるにあたり、我が国を代表する桜
と菊の花を中心に、所蔵作品を通して美しい花々の表現を紹介します。

国会議員の在職期間が２５年に達した者は、院議をもって永年在
職の表彰決議が行われる。戦後表彰された議員を順次紹介。

1,０００円

８００円 1６２１２－３２００

主に企画展・特別展を掲載しています

1３２３４－７８２１

～６/２９（月）

～５/３１（日）

～５/１０（日）

～７/２６（日）

～５/１７（日）（第２期） 
５/２３（土）～６/１４（日）（第３期）

～６/１４（日）

～１０/１６（金）

～５/３１（日）

催　し　物 会　期 展示内容等 料金 電話休館日

美術館・博物館等の催し

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

３００円

1５２０８－１０６３

無料

無料

1３２１４－０６２１無料

1３２６１－０３００無料

無料

無料

1３５８１－１６５１

1３２５４－０７５３

月

平日

土・日・
祝日

月  ・金

月

日・祝日

祝日は開館

月
祝日は開館

月・５/７
祝日は開館

昭 和 館 戦前の子ども向けニュース映画や戦中戦後をテーマとした
劇場映画の上映、写真等から当時の国民生活の様子を紹介。

旧秋田藩主・佐竹家お抱えの狩野派絵師たちが描いた模写
絵の中から、雪舟ほか、主に室町時代の作品を展示します。

ムーミン全９話の中から、タンぺレ市立美術館、ムーミン谷博物館が所蔵する
オリジナル原画や門外不出だった立体模型（日本初公開）を展示します。

戦傷病者やその家族が詠んだ短歌により、彼らが経験し
た戦中・戦後の労苦を紹介します。

～５/１０（日）

５/７（木）～８/１１（火）

～５/１８（月）

４００円

1３２２２－２５７７

1３２６１－００７５

１，０００円 1３２１２－８０１１

月

月末

企画展「夢はでっかく・・・」

水墨画の輝き 
－雪舟・等伯から鉄斎まで－

国の花、華やぐ

昭和の公文書　戦前から戦後へ

雪舟とその流れ
－佐竹家狩野派模写絵展

開館１０周年記念　映像と写真・雑誌
にみる戦前から戦後の日本

千 秋 文 庫

大丸ミュージアム・東京 ムーミン展

永年在職表彰元議員肖像画展Ⅴ

“いたみ”を綴る 
～短歌にこめた戦傷病者の労苦

英  伸三作品展 
「里と農の記憶  １９６５－２００１  」

江戸人の文化 
～江戸総鎮守神田明神を知る～

衆議院憲政記念館

し ょ う け い 館  

※

※

※印の施設は、月曜が祝日のとき開館し、翌火曜を休館します。　

（常設展示室
は有料）

逓 信 総 合 博 物 館

東京国立近代美術館

東京国立近代美術館
工 芸 館

Ｎａｔｕｒｅ Ｉｎｆｏ Ｐｌａｚａ
丸の内さえずり館

日本カメラ博物館

ニューオータニ美術館

国 立 劇 場
伝 統 芸 能 情 報 館

国立演芸場展示室

明 治 大 学 博 物 館

山 種 美 術 館

前島密没後９０周年記念展 
「創業の志」

ヴィデオを待ちながら 
－映像、６０年代から今日へ

サンゴ礁を解き明かす～市民が参加
する調査の結果とそのチカラ～

世界のカメラ探訪
～カメラを作ってきた国々～

演芸資料展
－国立演芸場３０年の歩み－

阿波・淡路の人形浄瑠璃と文楽

「没後６０年記念 上村松園／美人画
の粋」展

動物を愛した陶芸家たち　
バーナード・リーチから形象土器へ

東アジア・海のシルクロードと福建

ヨーロッパの工芸とデザイン 
～アール・ヌーヴォーから現代まで～

～５/１８（月）

～６/７（日）

～５/２９（金）

５/２３（土）～７/２６（日）

５/１６（土）～６/２８（日）

～１２/２３（祝）

～５/１７（日）

～７/５（日）

～５/２４（日）

～６/２０（土）

月・５/７

月

月

土・日・
祝日

祝日は開館

月

※

月※

月※

５/２１・２５・
２８・２９

「郵便の父」といわれる前島密の人生と業績に迫る展覧会。遺品の
ほか郵便創業期の資料、大久保利通の手紙などを展示。

１９６０年代から現在までに制作された、国内外のアーティストによる映像作品を紹介。芸術の拡張を目
指した６０年代末の実験的な試みと現代の試みを関連づける。１階企画展ギャラリーで開催。

これまでに収集してきた工芸・デザイン作品の中から、ヨーロッ
パの工芸およびデザイン作品約１２０点を特集して展示します。

動物をモチーフとした陶芸作品約８０点を「海外現代作家の作品」「国内現代作家の作品」
「パプアニューギニアやペルーなどで現在使われている形象土器」の３章で紹介。

カメラの主要生産国のほか、生産国として一般に知られていなかった約２０の国と地域で生
産されたカメラを通して、写真・カメラに対するさまざまな趣向や文化の違いを紹介。

日本全国みんなでつくるサンゴマップ実行委員会による企画展で、国内の
サンゴの生息域や分布量の調査結果、サンゴ礁の現状を紹介する。

中国を代表する貿易拠点であった福建省の文化は、世界各地の茶文化や陶
磁器生産に影響を与えた。福建をめぐる海域文化に関する文物を紹介。

江戸時代、阿波・淡路は人形浄瑠璃の発展・伝播の中心的
存在でした。大阪の文楽とともにその世界を紹介。

国立演芸場の歩んだ３０年を振り返りつつ、演芸場と縁のあ
る演芸家などの資料を展示。

松園の画業を振り返るとともに鏑木清方や伊東深水が描いた美
人画や喜多川歌麿らの浮世絵をあわせた約５０点を紹介します。

８５０円

１１０円

２００円

５００円

無料

３００円

７００円

８００円

無料

無料

（宿泊客は無料）

1３２４４－６８２１

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

1３２８３－３５３６

1３２６３－７１１０

1３２２１－４１１１

1３２９６－４４４８

1３２６５－７４１１

1３２６５－７４１１

よつづ

都は、平成２０年８月1日から気管支
ぜん息の医療費助成の年齢を拡大し、
１８歳以上の方も助成の申請ができる
ようになりました。詳しくは、お問い
合わせください。
対象者 次のすべてに該当する方
①都内在住1年以上
②健康保険に加入している
③申請日以降、喫煙しない
助成内容 気管支ぜん息の治療に要し
た医療費のうち、保険適用後の自己
負担分（医療券の有効期限内に限る）
千代田保健所健康推進課

1３２９１－３６５５

麹町小学校のプールに健康水泳指導
のコーナーを開設します。第１部は水
中ウォークや水中運動を、第２部は泳
法指導を中心に行います。
５月１６日（土）からの毎週土曜／第1

部＝１５時～１５時５０分／第２部＝１６時

～１６時５０分、麹町小学校プール、２０
歳以上の方各部１０名（先着順）、指導＝
千代田区水泳連盟、直接麹町小学校プ
ール（麹町２－８）へ。
文化スポーツ課　　　1５２１１－３６２７

四番町歴史民俗資料館は、平成２０年
度に調査した資料をまとめ、書籍とし
て刊行しました。いずれも千代田区の
歴史を知る上で貴重な資料です。四番
町図書館（四番町１）、区政情報コー
ナー（区役所２階）で販売しています。
■原

は ら

胤昭
た ね あ き

旧蔵資料調査報告書（2）
－江戸町奉行所与力･同心関係史料－
A４判２２３ページ･７００円
膨大な量と多彩な内容をもつ原胤昭

旧蔵資料について、今回は従来不明な
部分も多かった与力・同心の職務実態
を伝えるものを中心に活字化し、個人
や他の機関が所蔵する原胤昭旧蔵資料
の目録も収録しています。
■千代田の古文書
A４判２３０ページ･９００円
展示や収蔵資料の整理、文化財関連

調査など、歴史民俗資料館の日常的な
活動の中で出会った区内に関する古文
書です。より具体的な内容で紹介する
とともに活字化し、解説を付けて一冊
にまとめました。
四番町歴史民俗資料館

1３２３８－１１３９

健康講演会と資格取得希望者向けの
説明会を開催します。健康管理士の通
信講座は、厚生労働大臣指定教育訓練
給付制度に指定されています。
５月１７日（日）１０時～１１時４０分、日本教

育会館７階７０７会議室（一ツ橋２－６－２）、

定員１００名（申込順）、５月１４日（木）まで
に電話またはファクシミリ（１０面参照）
でＮＰＯ法人日本成人病予防協会（1

３６６１－３７３７〈平日９時～１８時〉6３６６１－
３７５７）へ。
※説明会の参加は無料ですが、資格取
得には別途費用がかかります。

気管支ぜん息に医療費助成

健康水泳指導コーナーを開設

健康管理士 資格取得説明会

書籍を刊行しました
ビデオ広報わがまち千代田No.３２７
は、５月１１日（月）から区役所２階や出張
所等の区立施設、区のホームペー
ジでご覧いただけます。
▼番組内容
・古民家「神田の家」竣工

しゅんこう

式
・区指定文化財の紹介

・東京丸の内フラワーウィークス　
２００９の様子

■ＭＸＴＶ
ＭＸテレビ（東京メトロポリタン
テレビ・９チャンネル）で、５月１０日
（日）１２時から放送します。
■ケーブルテレビ
東京ケーブルネットワーク（ＴＣ
Ｎ・５チャンネル）で毎日２回９時か
らと１９時からの１５分間放映してい
ます。週替わりで最新作と過去に
制作した作品をお送りしています。
最新号は５月１１日（月）～１７日（日）に
放映します。
※開局地域で、ケーブルテレビに加
入している方がご覧になれます。
問合せ 広報広聴課 1５２１１－４１７４

http://www.city.chiyoda.lg.jp

ビデオ広報

「わがまち千代田」No.327
MXテ

レビで

５月１０
日（日）放

送



区は、大妻女子大学と連携し、学校
や幼稚園などでの補助員・支援員を目
指す方を対象に、研修プログラムを開
設しています。
９月～平成２２年２月（全１５回）、定

員＝特別支援教育補助員３０名／理科
支援員２０名、７月１７日(金)までに電話ま
たはEメール（１０面参照）で大妻女子大
学児童臨床研究センター・坪井（〒１０２
－００７５三番町１２1５２７５－６１２９
jirinken@otsuma.ac.jp）へ。

「資源・環境問題の傾向と対策」を
テーマに公開講座を開催します。
５月２３日（土）１５時～１７時（受付１４時３０

分～）、日本大学理工学部駿河台校舎１
号館３階１３１教室、講師＝平野

ひ ら の

勝巳
か つ み

さ
ん（日本大学教授）、５月２３日（土）（必着）
までに、ハガキ・ファクシミリまたはＥ
メール（１０面参照）で日本大学理工学部
図書館（〒１０１－８３０８神田駿河台１－
８－１４1３２５９－０６３３6３２９３－７４５８
stosyo@adm.cst.nihon-u.ac.jp）

へ。

区役所の代表電話　3264ー2111（9）No. 1255 21.5.5

■外国籍の方も国民年金に加入を
国民年金は、日本に住む２０歳以上

６０歳未満の方が加入する制度です。
被用者年金（厚生年金や共済組合）
に加入しているか、その被扶養配偶
者でない場合は、外国籍の方にも国
民年金の加入義務があります。
加入手続きは、外国人登録をして

いる区市町村の国民年金担当窓口
（千代田区の場合は保険年金課）でで
きます。
※国民年金に加入し受給要件を満た
せば「老齢基礎年金」「障害基礎年
金」「遺族基礎年金」のいずれかが
受けられます。受給要件を満たさ
なくても、保険料を６か月以上支
払っていて、帰国後２年以内の請
求であれば「脱退一時金」が受け
られます。
なお、国民年金へ加入している外

国籍の方、年金を受給している外国
籍の方が日本国内で住所を移したと
きには、年金の住所変更届が必要に
なります。転入先の区市町村の国民
年金担当窓口に、忘れずに手続きを
してください。
■国民年金の任意加入制度
次の条件に該当する方は、申出を

することで「国民年金の任意加入被
保険者」になれます（ただし、厚生
年金や共済組合に加入中の方や第３
号被保険者の方、老齢基礎年金を繰
り上げ請求した方は任意加入できま
せん。また、任意加入期間中に保険
料の免除制度はありません）。任意
加入は、申出した月から随時加入で
きます（時期をさかのぼって加入す
ることはできません）。

任意加入の条件
①高齢任意加入
日本国内に居住する６０歳以上６５

歳未満の方（付加保険料の納付もで
きます）
②在外任意加入
外国に居住する日本人で、２０歳以

上６５歳未満の方（付加保険料の納
付もできます）
③特例高齢任意加入
昭和４０年４月1日以前に生まれた

方で、日本国内に居住する６５歳以上
７０歳未満の方（付加保険料の納付
はできません。また、すでに老齢基
礎年金の受給資格を満たしている方
は加入できません）
必要なもの
①基礎年金番号がわかるもの（年金
手帳や基礎年金番号通知書など）
②金融機関等の通帳と届印（保険料
の納付方法は原則口座振替のみ）
③在外任意加入の方は国内に居住す
る親族に協力者になってもらう必
要があります（協力者の氏名、住
所、続柄、電話番号の記入が必要）。
④高齢任意加入、特例高齢任意加入
を希望し、共済年金の加入期間が
ある方は、年金加入期間確認通知
書（勤務先の各共済組合に請求し
てください）
⑤特例高齢任意加入＝合算対象期間
（カラ期間）を証明する書類（詳し
くは、お問い合わせください）
※申込みは下図表のとおり
問合せ （区）保険年金課国民年金係

1５２１１－４２０２
千代田社会保険事務所

1３２６５－４３８６

国民年金のお知らせ

在外任意加入

協力者あり （区）保険年金課

（区）保険年金課
千代田社会保険事務所
（三番町２２）協力者なし

特例高齢任意加入高齢任意加入

■特別区民税・都民税(特別徴収分)
の税額通知書を送ります
５月中旬に給与の支払者(特別徴

収義務者)へ送ります。同封の納税
義務者への税額通知書は、記載して
ある納税義務者に渡してください。
※税額は、給与の支払いをする際、
毎月徴収して、翌月１０日までに
納めてください。
■異動があったときは「給与所得者
異動届出書」を
退職・転勤等で給与所得者に異動

があったときは、届出が必要です。
給与を支払わなくなった月の翌月
１０日までに、給与所得者異動届出
書を税務課へ提出してください。
■電算処理用「給与支払報告書」を
希望する方へ
平成２１年分の電算処理用「給与支

払報告書」（連続用紙）が必要な事業
所は、５月２９日（金）までに税額通知書
に同封した申込書で申し込んでくだ
さい。
税務課課税係　　 1５２１１－４１９１

事業所の給与担当の方へ

■自動車、バイクをお持ちの方へ
５月上旬に自動車税の納税通知

書を送りました。お近くの金融機
関、郵便局などで納めてください。
※指定のコンビニエンスストアや
金融機関・郵便局のペイジーマ
ークが付いたＡＴＭ、インター
ネットバンキングやモバイルバ
ンキングでも納められます。
■減免が受けられる場合も
障害者手帳等をお持ちの方で、

一定の要件に該当する場合は、あ
らかじめ申請することで税の減免
が受けられます（1人1台、自動車
税、軽自動車税のいずれかに限る）。
減免を申請する方は、納期限ま

で（新規取得の場合は、取得から
１か月以内）に都税事務所または
都税総合事務センターなどへ。
都税総合事務センター

1０５７０－０６４－１７１

自動車税は６月１日（月）までに

生活習慣病予防教室（３日制）

日本人の生活と骨粗鬆症
こつそしょうしょう

の発症につ
いて長年にわたり研究してきた専門家
を招き、予防に欠かせない食生活、運
動の内容を盛り込みました。希望者に
は、日ごろの食事の状況から摂取カル
シウム量の推定値なども算出します。
とき・内容 下図表のとおり
会場 千代田保健所４階講堂（神田錦
町３－１０）
対象 ２０歳以上の区内在住者各回

５０名（申込順）
申込み 電話で健康推進課健康推進係
（1３２９１－３６４６）へ。

６月１５日（金）

１５日（月）

２２日（月）

骨粗鬆症を予防するための最新の基
礎知識～骨の代謝と遺伝子、ライフス
タイルとの関係～

骨粗鬆症を防ぐ運動のポイントと実践

骨粗鬆症を防ぐ食生活

伊木雅之さん

と　き 内　　容 講師等

近畿大学医学部教授

宗像伸子さん

東京家政学院短期大学
非常勤講師

染谷由希さん

順天堂大学大学院卒　

５

※いずれも１３時３０分～１５時３０分

い    き まさゆき

むなかた の ぶ こ

そ め や ゆ  き

伊木雅之さん

特別支援教育補助員・理科支援員
育成プログラム受講生を募集

日本大学理工学部図書館
公開講座

■図書館コンシェルジュとめぐる
神保町ナイトツアー
図書館内を見学するガイドツア

ーの後、夜の神保町を歩き、仕事
帰りに立ち寄れる店をまわります。
歴史のある建物やおすすめの店

を紹介し、老舗の喫茶店で食事を
しながら、店主による喫茶文化の
話などを伺います。その後、希望
者で交流会も行います。
５月２５日（月）１９時から２時間程度、
２０歳以上の方１０名（申込順）、協
力＝高山本店（古書店）、５月７日（木）
から電話で千代田区読書振興セン
ター（1５２１１－４２９０）または直接千
代田図書館へ。

※申込みはいずれも平日１０時～１８時
※飲食代は各自負担になります。
■本を選ぶときのポイント～出版
社を知り、出版社で選ぶ～
人文書を発行する出版社の社長

や編集者が、こだわりの1冊やロン
グセラーの誕生秘話を通して、各
社が得意とする分野を紹介します。
６回シリーズの第２回は「企画か
ら出版まで～編集歴３３年の経験か
ら～」をテーマに、未來社

み ら い し ゃ

社長が
専門書出版の舞台裏についてお話
しをします。
５月２６日（火）１９時～２０時３０分、千
代田図書館研修室１・２（区役所９
階）、定員２５名（申込順）、講師＝

西谷
に し た に

能英
よ し ひ で

さん（未來社社
長）、５月７日（木）から電話
または直接千代田図書館
（1５２１１－４２８９ 平日１０時
～１８時 ）へ。
※このセミナーは４～９
月まで毎月1回、計６回
開催予定です。

千代田図書館の催し

宗像伸子さん



毎年秋に、区内で活動している自主
グループの企画・運営で開催している
「千代田文化芸術の秋フェスティバル」
の実行委員を募集します。
対象 次の演目の活動をしている方若
干名（抽選）
フェスティバル演目＝①芸能の集い
（ダンス・舞踊等）②作品展示③オー
ケストラフェスティバル④コーラス
フェスティバル
５月１５日（金）(必着）までにハガキ・フ

ァクシミリまたはＥメール（記入例参
照）で文化スポーツ課（〒１０２－８６８８九段
南１－２－１1５２１１－３６３２6３２６４－７９８９
● bunkasupotsu@city.chiyoda.lg.
jp）へ。
※第1回実行委員会は６月上旬に開催
し①～④の演目ごとの活動が中心に
なります。

千代田区ルールによる９人制バレー
ボールの大会です。
６月７日（日）９時～、スポーツセンター

（内神田２－１－８）、中学生以上の区内
在住者で編成された男女混成の１６チー

ム（申込順）、参加費＝１チーム２,７００円
（別途傷害保険料が１人５０円かかりま
す）、５月２２日（金）（必着）までに所定の用
紙（スポーツセンター・文化スポーツ
課で配布）を郵送・ファクシミリまた
は直接文化スポーツ課（〒１０２－８６８８
九段南１－２－１区役所２階1５２１１－
３６２７6３２６４－７９８９）へ。

食中毒が多発する時期を迎えます。
食品による事故を防ぎ、食の安全を守
るための講習会を行います。当日直接
会場へ。
５月１９日(火)１４時～１６時、日比谷公

会堂(日比谷公園１－３)、区内食品関
係営業者・従事者と希望する区内在住
者、講師＝廣瀬俊之さん(社団法人東
京都食品衛生協会食品安全推進室長)
生活衛生課食品衛生担当

神田地区1３２９１－３６４５
町地区1３２２１－１３１１

区内の高齢者サロンで、ボランティ
アを募集しています。利用者の話し相
手や特技をいかした活動内容で、都合
に合わせて短時間でも可能です。気軽
に社会福祉協議会（1５２８２－３７１１6

５２８２－３７１８　ch i i k i@ch i yoda -
cosw.or.jp）へお問い合わせください。
活動場所 一番町はあとサロン（一番
町１２)、ジロールはあとサロン（神
田佐久間町３－１６－６）、三崎町ふ

No. 1255 21.5.5（10）千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

アフリカへ毛布をおくる運動
アフリカへ毛布をおくる運動推進委

員会は、１９８４年のアフリカ大干ばつ以
来、災害と貧困に苦しむアフリカの
人々へ、これまで３８０万枚以上の毛布
をおくっています。昼間の気温は約４０
度、朝晩は３度程度まで下がる寒暖差
の激しい気候の中で、寒さから身を守
る命をつなぐ贈り物です。ぜひ毛布を
お持ち寄りください。
とき ５月２４日（日）１０時～１５時
会場 神田児童公園(神田司町２－２）
※使用した毛布は、必ず洗濯をしてく
ださい。破損した毛布、綿毛布、サイ

ズの小さな毛布はご遠慮ください。
問合せ 千代田明るい社会づくりの
会・奥田　　　 1０９０－３５１６－３１５１

http://www.mofu.org

ファミリーバレーボール大会

千代田文化芸術の秋
フェスティバル 実行委員募集

申込書の記入例

①催しなどの名称

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④年齢

⑤電話番号

※いっとき保育（満１歳～小学校就学前が対象）
　を希望する方は記入（本文に表示がある場合）
　⑥お子さんの氏名（ふりがな）⑦生年月日
※往復ハガキの場合は返信側にも住所・氏名
　を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催しなどの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、所在地、
　電話番号を追記。
※費用の記載の無いものは原則無料。

■区主催
　応募時の個人情報は厳重に管理し、その催し物などの開催のためだけに利用します。
■区以外
　応募時の個人情報は、区と同様に取り扱うように区は主催者に要請していますが、
詳しくは、主催者へお問い合わせください。

―個人情報について―

夏季食品衛生講習会

はあとサロン
ボランティア募集

日本赤十字会員を募集

ひと まち ふれあい 

毎年好評の「人間国宝の会」を今
年も開催します。
人間国宝の称号を持つ家元、太夫

の皆さんの競演、新内仲三郎さん＝
写真＝と津川雅彦さん、石川雅己区
長との対談もあります。
とき ６月２日（火）１８時～２０時
会場 国立劇場小劇場（隼町４―１）
定員 ５００名
出演 新内仲三郎さん（三味線）、
米川文子さん、宇治紫文さん、堅
田喜三久さん、山本邦山さん

演目 六段の調べ、松襲、鷹、獅子、
羅生門
入場料 ３,０００円（全席指定）
チケット販売 チケットは５月５日
（祝）から国立劇場（１０時～２０
時）、５月７日（木）から文化スポーツ
課（区役所２階 平日９時～１７時 ）
で販売
問合せ 文化スポーツ課

1５２１１―３６２８

和の心を知る会による新内節とお
茶の会を開催します。「和」の持つ
精神性の美しさを邦楽とお茶で味わ
います。
とき ５月２４日（日）１部＝１０時～１２
時／２部＝１３時～１５時
出演 新内仲三郎さん、新内剛士さ
ん、新納正子さん（茶道）、池谷伸
輔さん(同)、友安恵美子さん（同）
ほか
会場 偕香苑

か い こ う え ん

（紀尾井町２―１清水
谷公園内）
定員 各部４０名（申込順）
参加費 １人５００円（茶菓代）
申込み ５月２０日（水）までに電話で
文化スポーツ課（1５２１１―３６２８）
へ。

れあいサロン（三崎町３－１－１７）、かん
だ連雀はあとサロン（神田淡路町
２－８－１）

日本赤十字社は、５月３１日(日)まで赤

十字会員(社員)募集運動を行っていま
す。皆さんが納めた会費と寄付金は、
災害救援活動や医療・社会福祉事業な
どに使われます。
区民商工課管理係　　1５２１１－４１８１

３月２７日から４月５日までの１０日
間、恒例の千代田のさくらまつりが
開催されました。４月６日・７日はラ
イトアップの期間を延長し「千鳥
ケ淵緑道」の来場者数は約１１０万人
にのぼりました。
さくらまつり期間中は、地球環

境に配慮した発光
ダイオードによる
ライトアップが行
われました。 國
神社では和泉小学
校吹奏学部の演奏
や姉妹都市（秋田
県五城目町）、区
内企業による物産
販売などでにぎわ
いました。

この間の「さくら再生募金」に
は約５２３万円の寄付が寄せられまし
た。集まった募金は「千代田区さ
くら基金」に繰り入れ、さくらの
植替えや育成環境改善工事、ボラ
ンティアグループの活動資金など
に活用します。

千代田のさくらまつりを開催

千鳥ケ淵緑道に約１１０万人が来場

定額給付金の支給は、現在申請を
受付中で、申請のあった方から順に、
指定口座への振込み手続きをしてい
ます。
まだ申請をしていない方は、申請

書に記入・押印し、９月２８日（月）（消
印有効）までに郵送で申請してくだ
さい。
なお、事務手続きの都合により、

当初の予定よりも支給が遅れていま
す。

現在、速やかに事務手続を進めて
いますので、ご理解をお願いします。

定額給付金事務室
1５２１１－３６５１～３６５２

振り込め詐欺にご注意ください
給付金に関することで、区役

所から電話で問い合わせするこ

とはありません。

定額給付金の申請を受付中

人間国宝の会

邦楽のつどい


